















。 『古事記』唯一の外征譚が語られる点（ 〔三〕 ）や

















































































































の訓に依れり。 〕裳を結る紐なり。 」とあるのみで、胸やホトを出している理由に重きを置き 「正心を失て、物に狂ふ狀をなすなり。 〔これ即神懸の狀 〕 」 、 「凡て此神の、人に耻ずてかかる態どもを爲るぞ 宇受賣の名に負る強悍にありける。 」と述べているだけであ 。 『新編日本古典文
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学全集』の頭注も「裳」には全く触れず、 「女陰の露出は邪気を払うための呪術的意味がある」 と述べるのみである。よって、 「裳」の紐を垂らすとしている点を考察する必要があるだろう。　
二つ目の用例は、崇神天皇の御世、オオビコノミコトが






























































































































































ビメについて、生まれたホデリとホヲリは海幸山幸の話で有名だが、海幸山幸 話の中でコノハナノサクヤビメの名が出てくることはない。 た、 ヲ の結婚相手 なるトヨタマビメもまた、出産 場面が描かれる登場人物の一人である 、コノハナノサクヤビメ同様に出産以降は物語に登場しない。　
垂仁記に語られるサホビメの出産に関し は、出産後も
サホビメと天皇との問答が語られ、そ 中には御子であるホムチワケの名付けに関する のもある。しかし 神功皇后の応神天皇への関わり方と比較する サホ ホムチワケへの態度は決して積極的とは言えないだろう。　
これらの例に対し、先に見た如く、神功皇后は 以降





功応神物語において「裳」は鎮懐石・応神天皇出産の物語と神功皇后の年魚釣りの物語 に記載がある。鎮懐石・応神天皇出産の は、神功皇后がその御腹を鎮めるにあたり用いられた「石」にばかり注目されてき 。しかし、 『古事記』 のこの物語を見るとき、 二度も 「裳」 「石」を 「纒」 い 、 とされている点 逃すべきではないだろう。　
また、前述したように鎮懐石・応神天皇出産と神功皇后










いて、 「小は小長谷 ・ 小筑波など云小にて、
称云辭なり。 〔必
しも小き由には非ず。 〕小河と云 例も多し。小田・小野・小濱など云類なり。 〔萬葉に、 国・小里・ 林・ 峯などもあり。 〕 」と述べ、 「小」は美称であると た。つまり、この河は清流であると考えられるのである。 また 風土には次のような記事が載せられている。















年魚は澄んだ河にいるという認識が時人にあったと考えられる。 『風土記』の記事であてはまるこ が、 『古事 』において必ずしもあてはまるわけではない 、参考にすることはでき のではないだろうか。当時 人々 とって、年魚のいる河は清流であると う認識が ったこ を考えわせる 、神功皇后は出産の穢れ 付着した「裳」を清流に垂らすことによって、その穢れを清め 禊に準ずる行為をおこなった 考えることができ のであ　
さらに言えば、神功皇后は「裳」に付着した出産の穢れ










是に、海の神の女豊玉毘売命、自ら参ゐ出でて白ししく、 「妾は、已に妊身みぬ。今産む時に臨みて、此を念ふに、 天つ神 御子は、 海原に生 べくあらず。故、参ゐ出で到れり」とまをしき。爾くして、即ち其の海辺の波限にして、鵜の羽を以て葺草と為て 産殿を造りき。是に、其の産殿を未だ葺き合へぬに、御腹の急かなるに忍へず。故 産殿に入り坐しき。爾くして、方に産まむとする時に 其 日子に白言ひしく、 「
凡そ他し国の人は、産む時に臨みて、本
つ国の形を以 産生むぞ。故 妾 今本 身を以て産まむと為。願ふ 妾を見ること勿 」といひき。是に、其の言を奇しと思ひ 窃か 其の方に まむとする
























を忌避する局面を積極的 表明する記事は認められ ず、「出産を穢としまた忌むべきものとして積極的に規定するのは『弘仁式』以降」としながらも、トヨタマビメの出産の場面における「妾を見ること勿れ」という台詞 「出産瞥見 禁忌」に基づく発言であると考え、出産を「日常的な場から隔離されなければならぬ非日常的な畏るべき事象」と捉えた。また、出産からの忌避を間接的に推定させるものとして 屋を挙げ 「邪悪を祓い危険を防御して出産を守護するのを第一義とし」 、 そのために隔離した仮屋を設けたという見方もできそう だと述べる。　
岡田氏の「日常的な場から隔離されなければならぬ非日
常的な畏るべき事 が出 あっ という考え方は、本
論の 「神功皇后の年魚釣りが禊に準ずる行為である可能性」という主張を、より強めてくれるものであ 。神功皇后は「日常的な場から隔離されなければならぬ非日常的な畏るべき事象」である出産で用いられた「裳」を禊ぎ清める必要性があった。清めたことで年魚を釣り上げることができたと考えるこ も き だろう。　
年魚釣りが禊である可能性を示したが、現段階ではこの




























倉塚曄子「胎中天皇の神話」 （ 『古代の女』 （一九八六年六月、















三浦佑之「生産 ・ 労働 ・ 交易」 （ 「漁撈」の項 （ 橋信孝［編］























6）倉塚曄子「胎中天皇の神話」 （ 『古代の女』 （一九八六年六月、
















































13）倉塚曄子「胎中天皇の神話」 （ 『古代の女』 （一九八六年六月、
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図書出版）を、 『延喜式』は黒板勝美 ・ 国史大系編修会［共編］『新訂増補国史大系
　
交替式 ・ 弘仁式 ・ 延喜式前篇』 （一九八九
年四月、吉川弘文館）を参照し、私に書き下した。
（注
19）岡田重精『古代の斎忌
︱
日本人の基層信仰
︱』 （一九八二年
五月、国書刊行会）
（かむら
　
さとる）
